
職業能力開発施設のあるべき姿の検討に当たっての見直しスキーム

・ニーズがシフト
・新たなニーズ
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○科目の評価
　・応募・入学状況　→　受講ニーズ
　・就職状況　　　　　→　求人ニーズ
　・その他の地域への貢献度など
　・実績の伴わない科目の原因調査

◆アンケート調査
　◆地域の意見聴取

　　 　　◆各種統計調査の分析

○地域の人材ニーズ
○本県産業界の人材ニーズ

現行の訓練科目へのニーズがあるか？

ＮＯ

統廃合の方向

ＹＥＳ

地域の民間教育訓練機関等に人材育成資源があるか？

人材育成資源は充分に活用されているか？

県による施設内での直営
訓練科目として実施 （民間教育訓練機関等を活用し

て）
県による委託訓練などとして実施

民間等による実施

ＮＯ YES

ＮＯ

【科目の課題と方向性】
　○見直しの必要性・ニーズ状況・問題課題
　○見直しの方向（改廃の有無、圏域での検討方向）
  ○工業系高等学校との連携方策　　　　　　　　　　　ほか

【職業能力開発施設のあり方ビジョン（仮称）のイメージづくり】

①目指すべき基本的な方向
　　・中核に据える訓練の特徴、例）ものづくり関連業種、若年者
②訓練内容
　　・県が直営で実施する訓練
　　・民間と連携した訓練（委託、共同、民間への支援等）
③配置地域
④執行体制　～組織機構、指導体制のあり方
⑤就職支援機能の強化
　　・無料職業紹介業務、コンサルティング業務、情報提供業務等

○見直しに当たっての視点
　　・労働需給ミスマッチと技専の果たす役割
　　・科目の評価検証結果→重点として取組む分野
　　・公共サービスに対するニーズの多様化
○労働力減少における職業再訓練
　　・離転職者、女性、高齢者、フリーター等
　　・在職労働者の機能向上　　　　　　　　　　　ほか

○取り巻く環境の変化
　①人口減少とその影響
　②経済と産業
　　　・景気回復、産業構造の変化、グローバル化、公共事業
　　　　の縮小、企業立地、経済のソフト化、知識の集約化
　③雇用を巡る環境
　　　・日本型雇用の変化、人材の流動化、ﾌﾘｰﾀｰ・ﾜｰｷﾝｸﾞﾌﾟ
ｱ
　④地域の現状
　⑤財政面からの要請　　　　　　　　　　　　　　ほか

山梨県における職業能力開発施設の目指すべき基本的な方向性、訓練科目や訓練内容、配置地域、その執行体制
を検討していくに当たって、３つのステップに沿って、見直しの方向性に至るプロセスをスキームとして組み立てる。
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